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今
年
度
の
市
役
所
人
事
異
動
に
よ
り
、
新
し
く

１
人
が
着
任
し
ま
し
た
。

〈
転
入
〉

○
公
民
館
主
事

三
舩

功
基橋

北
・
上
久
堅
そ
し

て
松
尾
と
、公
民
館
主
事

と
し
て
は
３
地
区
目
と
な

り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
転
出
〉

○
公
民
館
主
事

代
田

祐
樹
（
上
久
堅
公
民
館
）

平
成
最
後
の
や

ま
び
こ
マ
ー
チ
に

参
加
し
た
。筆
者

が
参
加
し
た
の
は

４０
㌔
コ
ー
ス
。初

挑
戦
で
あ
る
▼
７

時
に
飯
田
の
中
央
公
園
を
ス
タ
ー

ト
、大
宮
神
社
か
ら
砂
払
方
面

に
。
周
り
の
人
は
千
葉
、茨
城
、東

京
、愛
知
、
福
井
…
札
幌
！

飯

田
が
、
地
元
の
人
が
い
な
い
！

全
国
各
地
か
ら
毎
年
参
加
し
て

い
る
と
い
う
人
た
ち
ば
か
り
の

中
で「
４０

㌔
っ
て
何
時
間
か
か

る
ん
だ
ろ
」
と
聞
く
と
、午
後
の

３
時
く
ら
い
に
は
終
わ
る
と
の

答
え
。既
に
足
が
痛
い
▼
大
休

か
ら
妙
琴
公
園
、
山
を
登
り
佐
倉

様
、
見
晴
ら
し
の
い
い
山
道
を

歩
き
な
が
ら
山
本
へ
。
箱
川
か

ら
三
穂
の
旧
小
笠
原
書
院
、
こ

こ
ま
で
来
て
コ
ー
ス
の
約
半
分
。

普
段
か
ら
歩
く
習
慣
を
つ
け
て

い
た
つ
も
り
で
も
、
筆
者
の
足

は
も
う
限
界
▼
天
竜
峡
シ
ャ
ル

ル
ヴ
ィ
ル
・
メ
ジ
ェ
ー
ル
通
り
、

見
頃
を
迎
え
た
ピ
ン
ク
や
黄
色

の
八
重
桜
を
見
て
い
る
と
足
の

痛
み
も
和
ら
い
だ
▼
時
又
、
駄

科
か
ら
松
尾
に
入
り
毛
賀
沢
、

天
竜
川
の
堤
防
は
強
風
に
あ
お

ら
れ
、
松
尾
公
民
館
で
最
後
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
。
足
の
痛

み
も
我
慢
の
限
界
、
わ
が
家
に

寄
っ
て
靴
を
履
き
替
え
た
ら
楽

に
な
っ
て
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
あ

と
は
ゴ
ー
ル
の
中
央
公
園
に
戻

る
だ
け
▼
結
局
ゴ
ー
ル
し
た
の

は
午
後
４
時
。
来
年
は
靴
の
選

定
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
し
よ

う
。
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世帯数５，１５９世帯

５月末現在

男子６，２１６人

女子６，８３８人

計１３，０５４人

緑中のスタッフ「お疲れさまで〜す」
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ようこそ松尾へようこそ松尾へ
水城区　池 田 典 史さん 美 代 子さん水城区 池 田 典 史さん 美 代 子さん

のり　ふみのり ふみいけ　だいけ だ み　　よ　　こみ よ こ

Ｑ

出
身
地
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

Ａ

典
史
さ
ん尺

長
野
市
で
す
。

美
代
子
さ
ん尺

飯
田
市
千
栄

で
す
。

Ｑ

以
前
は
ど
ち
ら
に
お
住
ま
い

で
し
た
か
？

Ａ

上
郷
で
す
。

Ｑ

な
ぜ
松
尾
に
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ

美
代
子
さ
ん尺

現
在
、
実
家

が
千
栄
か
ら
松
尾
上
溝
に
移
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
実
家
に
近
い

と
こ
ろ
が
い
い
な
と
考
え
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
水
城
は

天
竜
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区
域

外
と
な
っ
て
い
て
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
こ
こ

を
選
び
ま
し
た
。

Ｑ

松
尾
の
印
象
は
い
か
が
で
す

か
？

Ａ

典
史
さ
ん尺

３
月
に
引
っ
越

し
た
ば
か
り
な
の
で
、
ま
だ
よ

今回は分譲地の一画に新しく家を建てて３月に引っ越された池田さんご夫婦にインタビューしました。
精悍な顔立ちの典史さんと、とても聡明な印象の美代子さん、元気な２人の子供さんたちの４人家族です。
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職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員のののののののののの異異異異異異異異異異職員の異動動動動動動動動動動動

第
３３
回
飯
田
や
ま
び
こ
マ
ー

チ
が
超
大
型
連
休
中
の
４
月
２７
、

２８
、
２８

２９
日
に
行
わ
れ
た
。

２８

２９

２７
日

の
舟
下
り
コ
ー
ス
と
４０
㌔
コ
ー

ス
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ

た
松
尾
公
民
館
で
は
、
緑
ヶ
丘

中
学
校
の
生
徒
ス
タ
ッ
フ
が
ス

タ
ン
プ
を
押
し
、
松
尾
婦
人
会

が
麦
茶
や
漬
物
、
凍
み
豆
腐
の

料
理
な
ど
の
お
も
て
な
し
で
参

加
者
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

午
前
中
、
舟
下
り
コ
ー
ス
の

参
加
者
が
到
着
す
る
と
「
お
疲

れ
様
で
す
」「
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
元
気
よ
く
声
を
か
け
た
。

午
後
に
な
る
と
４０
㌔
コ
ー
ス
の

速
い
人
た
ち
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
風

が
強
く
吹
き
始
め
、
設
置
し

て
い
た
テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ

な
い
よ
う
に
交
代
で
テ
ン
ト

の
脚
を
押
さ
え
る
場
面
も
。
最

終
の
午
後
４
時
ま
で
参
加
者
を

応
援
し
た
。
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おお茶とお漬物でほっとお茶とお漬物でほっと一一息息
第３３回飯田やまびこマーチ

く
分
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
松
尾

は
暖
か
い
と
感
じ
ま
し
た
。
気

候
も
そ
う
で
す
が
、
地
域
の

方
々
も
温
か
い
。
早
速
、
地
区

の
総
会
で
紹
介
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
よ
う
な
取
材
も
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
で
早
く
地

域
に
溶
け
込
め
る
と
感
じ
ま

し
た
。

天
竜
川
の
洪
水
浸
水
想
定
区

域
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
水

城
区
（
一
部
を
除
く
）
は
、
洪
水

浸
水
想
定
区
域
外
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
お
ま
け
に
土
砂
災
害
の
お

そ
れ
の
あ
る
区
域
に
も
該
当
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
代
子
さ

ん
さ
す
が
で
す
。

左
の
地
図
の
色
付
き
箇
所
が
、

洪
水
浸
水
想
定
区
域
お
よ
び
土
砂

災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
（
国
土

交
通
省
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
よ
り
）

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
ののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
ととととととととととととととととととととと
ししししししししししししししししししししし

い
つ
の
日
か
選
手
と
し
てててててててててててててててててててててて

５
月
２３
日
、２
０
１
９
ツ

ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
南
信
州

ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
た
。朝
９

時
１５
分
に
出
発
し
た
、飯
田
駅
か

ら
水
神
橋
ま
で
の
パ
レ
ー
ド
の

先
導
を
、飯
田
風
越
高
校
の
自
転

車
競
技
同
好
会
の
３
人
が
務
め

た
。写
真
左
か
ら
、榊
山
来
実
さ

ん（
城
区
３
年
）、柴
田
晃
宏
さ
ん

（
伊
賀
良
２
年
）、青
島
冬
弥
さ

ん（
明
区
３
年
）

青
島
さ
ん
は
緑
ヶ
丘
中
学
校

１
年
の
時
に
、総
合
学
習
で
ツ

ア
ー
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
を
取
り

上
げ
た
。そ
の
時
に
、選
手
の
格

好
良
さ
、ス
ピ
ー
ド
に
憧
れ
、自

分
で
も
中
学
２
年
か
ら
競
技
を

始
め
た
。楽
し
さ
に
の
め
り
込
み
、

本
格
的
に
競
技
を
や
り
た
く
て
、

高
校
へ
進
学
す
る
と
、迷
わ
ず

に
自
転
車
競
技
同
好
会
へ
入
り
、

毎
日
走
り
込
ん
で
い
る
。

当
日
、憧
れ
の
選
手
の
先
導
を

し
、「
は
じ
め
は
緊
張
し
た
が
、

間
近
に
見
ら
れ
た
嬉
し
さ
、自

分
た
ち
が
そ
の
選
手
の
先
を
走
っ

て
い
る
感
動
、今
ま
で
の
競
技

の
中
で
も
別
格
に
感
じ
た
」と

話
し
た
。

青
島
さ
ん
は
い
つ
の
日
か
選

手
と
し
て
こ
の
ス
テ
ー
ジ
で
走

り
た
い
と
夢
を
も
っ
て
い
る
。レースの見所、下久堅周回コース
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令
和
元
年
度
松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
が
、
５
月
１３
日
松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
総
務
部
、
地
域
振
興
部
、
公
民
館
育
成
部
な
ど
か
ら
、
平
成
３０
年
度
事
業
報
告
と

決
済
報
告
が
あ
り
、
引
き
続
き
令
和
元
年
度
事
業
計
画
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

宮
澤
直
人
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
は
、「
元
号
も
令
和
に
な
り
、
松
尾
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
重
点
目
標
に
あ
る
と
お
り
、
み
ん
な
が
心
と
力
を
合
わ
せ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
等
に
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
重
点
事
項
で
あ
る
国
道
１
５
１
号
の
渋
滞
解
消
対
策
、
産
業
道
路
等
の
道

路
改
良
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
基
本
構
想
策
定
に
関
す
る
検
討
の
推
進
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
た
。

本
年
度
２
年
目
に
な
り
ま
す

宮
澤
で
ご
ざ
い
ま
す
。昨
年
一
年

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。令
和
元
年
の

幕
開
け
松
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
第
１
回
総
会
を
５
月
１３
日
役

員
代
議
員
の
皆
さ
ん
の
出
席
を

い
た
だ
き
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度
各
事
業
報
告
、

会
計
決
算
、
監
査
報
告
を
提
案

し
承
認
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

令
和
元
年
事
業
計
画
を
提
案
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
、

八
幡
町
交
差
点
改
良
工
事
は
事

松
尾
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
重
点
目
標

松
尾
地
区
に
と
っ
て
も
、
リ
ニ
ア
時
代
を
見
据
え
て
行
動
す
る
重

要
な
時
期
で
あ
り
、
個
性
的
で
存
在
感
が
あ
り
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
思
い
を
込
め
て
次
の
重
点
目
標
を
掲
げ
る
。

少
子
化
・
高
齢
化
が
急
激
に
進
行
し
、
日
本
全
体
が
人
口
減

少
時
代
に
突
入
す
る
中
に
あ
り
、
松
尾
地
区
は
先
人
の
努
力
に

よ
り
、
飯
田
市
内
で
も
有
数
の
暮
ら
し
や
す
い
地
区
と
し
て
発

展
し
、
活
気
あ
る
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

◎
み
ん
な
が
心
と
力
を
合
わ
せ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

・
多
様
な
主
体
が
連
携
協
力
し
た
事
業
の
実
施

・
地
域
活
動
へ
の
参
加
意
識
の
高
揚

・
元
気
の
出
る
取
り
組
み
の
推
進

◎
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

・
内
水
排
除
対
策
や
防
災
体
制
の
強
化

・
土
地
利
用
計
画
及
び
道
路
整
備
計
画
の
検
討

・
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
推
進

◎
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・「
松
尾
の
子
ど
も
は
松
尾
で
育
て
る
」
教
育
支
援
の
推
進

・
あ
い
さ
つ
・
み
ま
も
り
運
動
の
推
進

・「
生
涯
現
役
」
健
康
福
祉
事
業
の
推
進

平成３１年度 役員名簿（推進会議）

地 区氏 名備 考役 職 名

代 田宮 澤 直 人会 長

上 溝池 沼 良 明副会長

寺 所鋤柄 富男寺所区長副会長（会計）

代 田下條 啓市公民館育成部長公民館長

上 溝鈴木 幹夫総務部長

八幡町塩澤 秀子総務部副部長

毛 賀清水 富子総務部副部長

水 城大蔵 正明水城区長地域振興部長

明石原 茂生活安全部長

久 井原 三男交通安全部長

久 井平松 敏一環境衛生部長

代 田米山壽美人健康福祉部長

代 田松澤 秀明青少年健全育成会長

久 井中山 明基本構想特別委員長

上 溝小木曽貴幸上溝区長地域振興部副部長

久 井木下 昇平久井区長地域振興部

新 井今村與志昭新井区長地域振興部

明三浦 可収明区長地域振興部

清 水竹村 清海清水区長地域振興部

城松村 宗一城区長地域振興部

八幡町黒田 誠八幡町区長地域振興部

代 田奥村 和德代田区長地域振興部

毛 賀木下 寬毛賀区長地域振興部

常盤台西田 克美常盤台区長地域振興部副部長

八幡町永井 亮敏総務部財産区管理委員長

八幡町村松まり子市議会議員相談役

毛 賀木下 徳康市議会議員相談役

清 水竹内 佳史消防団第５分団長特別推進員

城下井真由美日赤奉仕団松尾分団長特別推進員

毛 賀佐々木 尚松尾地区民生児童委員協議会長特別推進員

総
務
部

生
活
安
全
部

交
通
安
全
部

【
重
点
事
項
】

①
防
災
活
動

②
防
犯
活
動
・
子
供
の
安
全
を

守
る
活
動

【
活
動
計
画
】

①
防
災
活
動

防
災
対
策
事
業

②
防
火
活
動

防
火
対
策
事
業

③
防
犯
活
動

防
犯
対
策
事

業
、
防
犯
灯
維
持
管
理
事
業
、

松
尾
地
区
地
域
安
全
大
会

④
防
火
防
犯
全
般

⑤
そ
の
他

啓
発
活
動
、
消
防

機
関
及
び
警
察
機
関
等
へ
の

協
力

【
重
点
事
項
】

①
鳩
ケ
嶺
八
幡
宮
紅
葉
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業

②
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全
管

理
活
動

③
松
尾
地
区
財
産
区
有
林
の
管
理

④
区
と
連
携
し
た
あ
い
さ
つ
・

見
守
り
運
動
の
実
施

⑤
地
域
行
事
の
企
画
・
立
案

⑥
そ
の
他
、
情
報
共
有
の
た
め

【
重
点
事
項
】

①
道
路
・
水
路
等
の
改
良
補
修

の
促
進

②
内
水
排
除
対
策
の
推
進

③
空
き
家
対
策
の
推
進

④
組
合
未
加
入
者
の
加
入
促
進

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

【
活
動
計
画
】

①
道
路
・
水
路
等
の
改
良
補
修

の
促
進
、
松
尾
地
区
重
点
箇

所
に
つ
い
て
市
・
県
等
へ
の

要
望
、
市
担
当
部
局
と
の
懇

談
会
の
開
催
、
国
道
１
５
１

令
和
元
年
度

重
点
事
項
・
活
動
計
画

まま
ちち
づ
く

ま
ち
づ
く
りり
委委
員
会

委
員
会（
本本
会
）

（
本
会
）

地
域
振
興
部

号
と
２
５
６
号
交
差
点
に
起

因
す
る
渋
滞
解
消
対
策
、
産

業
道
路
（
市
１
‐
５３
号
線
）
を

活
用
し
た
広
域
道
路
網
の
検

討
、
国
道
２
５
６
号
歩
道
改

良
及
び
安
全
対
策
の
促
進
、

県
道
新
井
伊
那
八
幡
（
停
）

線
「
み
さ
と
や
交
差
点
」
の
改

良
促
進

②
内
水
排
除
対
策
の
推
進
、
排

水
ポ
ン
プ
稼
働
訓
練
（
年
２

回
）
へ
の
参
加
、
地
区
内
水
路

等
の
視
察
、
内
水
排
除
対
策

の
推
進

③
空
き
家
対
策
推
進
、
空
き
家
の

利
活
用
に
向
け
た
対
策
の
検
討

④
組
合
未
加
入
者
の
加
入
促

進
、
機
会
を
捉
え
た
加
入
推
進

活
動
の
実
施
、
自
治
活
動
組

織
加
入
促
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
等
の
活
用

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
各
区

の
課
題
等
情
報
交
換
を
行
い

連
携
し
た
地
域
づ
く
り
、
あ

い
さ
つ
・
見
守
り
運
動
へ
の

参
画
、
各
部
と
の
連
携
の
推

進
、
産
業
団
体
（
商
工
団
体
・

産
業
団
体
）
ま
ち
づ
く
り
協
力

団
体
と
の
懇
談
、
情
報
交
換

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
総
会
開
催

宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮
澤澤澤澤澤澤澤澤澤澤
直直直直直直直直直直
人人人人人人人人人人
会会会会会会会会会会
長長長長長長長長長長
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
ささささささささささ

宮
澤
直
人
会
長
あ
い
さ
つつつつつつつつつつつ

【
重
点
事
項
】

①
国
道
１
５
１
号
と
国
道
２
５

６
号
の
交
差
点
改
良
事
業
の

早
期
事
業
化

②
産
業
道
路
（
市
道
１
‐
５３
号

線
）
を
活
用
し
た
広
域
道
路

網
の
検
討

③
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
保
全

④
内
水
排
除
対
策
・
防
災
対
策

の
推
進

⑤
松
尾
地
区
基
本
構
想
策
定
に

関
す
る
検
討
の
推
進

【
活
動
計
画
】

①
総
会
年
２
回
開
催

②
企
画
会
議
毎
月
７
日
開
催

③
推
進
会
議
毎
月
２０
日
開
催

④
本
会
議
事
業

飯
田
建
設
事

務
所
等
と
の
懇
談
の
実
施
、

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、

や
ら
ま
い
か
松
尾
ま
ち
づ
く

り
活
動
助
成
事
業
、
松
尾
地

区
基
本
構
想
の
改
訂

⑤
松
尾
地
区
基
本
構
想
の
改
定

に
向
け
た
検
討

⑥
そ
の
他
事
業

研
修
事
業
、

飯
田
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

連
絡
会
へ
参
加
、
近
隣
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
代
表
者
会
議

へ
の
参
加
、
そ
の
他
各
種
団

体
事
業
へ
の
参
画
及
び
助
成

松尾小６年生区有林見学

業
化
し
、
水
城
交

差
点
改
良
は
本
年

度
末
に
完
成
の
運

び
と
な
り
ま
し

た
。「
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
Ｉ
Ｉ
Ｄ

Ａ
」の
提
案
の
ひ
と

つ
天
竜
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
開
放
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
区
民
の
皆
さ

ん
の
ス
ポ
ー
ツ
広

場
と
し
て
大
い
に

利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
本
年
度
末
に

は
松
尾
地
区
基
本

構
想
策
定
を
完
成

し
て
各
戸
配
布
予

定
で
ご
ざ
い
ま

す
。
分
科
会
役
員

の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

の
定
期
的
な
部
会
の
開
催
、

研
修
等
の
実
施
ほ
か

⑥
そ
の
他

自
主
防
災
組
織
の

強
化
と
防
災
備
品
の
共
同
購

入
の
推
進
、
各
区
組
織
、
各
区

役
員
の
あ
り
方
検
討

【
重
点
事
項
】

①
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
の

啓
発
や
活
動

【
活
動
計
画
】

①
交
通
安
全
の
推
進
の
た
め
の
啓

発
や
活
動
、交
通
安
全
期
間
中

の
街
頭
広
報
活
動
、チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
装
着
率
向
上
活

動
、自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

等
を
活
用
し
た
啓
発
活
動
、交

通
規
制「
ゾ
ー
ン
３０
」
の
広
報

活
動
の
実
施
、生
活
安
全
部
と

協
働
に
よ
る
第
１１
回
松
尾
地

区
地
域
安
全
大
会
の
開
催
、交

通
安
全
ミ
ニ
教
室
の
開
催

②
飯
伊
交
通
安
全
協
会
の
活
動

③
交
通
安
全
施
設
の
設
置
、
修

繕
、
交
通
規
制
要
望
及
び
維

持
管
理

④
交
通
安
全
全
般

⑤
そ
の
他

啓
発
活
動
、
学
校

教
育
機
関
が
開
催
す
る
交
通

安
全
教
室
へ
の
協
力
、
催
事

等
へ
の
交
通
警
備
の
協
力
、

消
防
機
関
及
び
警
察
機
関
等

へ
の
協
力

ゾーン３０の広報活動

寄
寄

寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
寄
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環
境
衛
生
部

健
康
福
祉
部

公
民
館
育
成
部

【
重
点
事
項
】

◆
公
民
館
◆

①
住
民
交
流
の
場
で
あ
る
分
館

活
動
の
サ
ポ
ー
ト

②
松
尾
の
地
域
課
題
や
生
活
課

題
を
学
ぶ
「
松
尾
セ
ミ
ナ
ー
」

の
充
実

③
松
尾
地
区
の
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
広
報
活
動
の
さ
ら
な
る

振
興

④
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
中
で

公
民
館
が
果
た
す
役
割
と
し

て
の
学
習
と
実
践

⑤
各
種
団
体
と
の
交
流
・
連

携
・
支
援

◆
育
成
会
◆

◎
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
く
健

や
か
で
、
人
情
豊
か
な
青
少

【
重
点
事
項
】

①
松
尾
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
目
標
と
福

祉
健
康
の
基
本
理

念
に
あ
る
、
地
域

に
住
ま
う
全
て
の
住

民
が
安
心
し
て
健

や
か
な
生
活
が
出

来
る
環
境
と
優
し

さ
の
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
地
域
福
祉

及
び
地
域
住
民
の

健
康
の
増
進
を
図

る

【
重
点
事
項
】

①
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
の
徹

底
、
廃
棄
物
の
減
量
、
リ
サ

イ
ク
ル

②
環
境
美
化

③
河
川
浄
化

④
公
害
防
止

【
活
動
計
画
】

①
ご
み
の
分
別
と
出

し
方
の
徹
底

廃

棄
物
の
減
量
、リ
サ

イ
ク
ル
、ご
み
集
積

所
管
理
事
業
、
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
事

業
、
分
別
推
進
事

業
の
実
施
、
指
導

者
研
修
の
実
施
、

啓
発
活
動
の
実
施

②
環
境
美
化

ご
み
ゼ
ロ
運
動

の
日
、
全
市
一
斉
水
辺
等
美

化
活
動

③
河
川
浄
化

天
竜
川
・
毛
賀

沢
川
堤
防
美
化
、
天
竜
川
環

境
美
化
活
動

④
公
害
防
止

井
戸
水
（
一
般

平成３０年度 まちづくり委員会会計決算（概要）
歳入の部 単位：円

説 明金 額項 目

１戸年間６,０００円１９,４５７,３００会費

飯田市交付金１０,３６４,０００
パワーアップ

地域交付金

ほっ湯アップル配分金、財産区交付金ほか１１,１７６,３４６その他補助金等

３,０３６,０７７前年度繰越金

まちづくり委員会基金ほか１,２２７,７７２基本繰入金

各種交通警備謝礼、自治会保険各区負担金ほか６７１,４７１雑収入

４５,９３２,９６６収入合計

歳出の部 単位：円

説 明金 額項 目

役員報酬、駐車場借地料、元気の出る活動費ほか１７,１２９,７８３本会費

小学校区有林見学、各種地域行事費ほか１,４６６,８９７総務部

文書配布業務交付金、産業振興ほか５,０６５,３９０地域振興部

松尾地区安全大会経費、防犯灯新設工事費ほか１,８９４,２６５生活安全部

交通安全啓発、道路反射鏡清掃作業費ほか１,３１２,３９９交通安全部

ごみ集積所管理費、天竜川環境美化活動費ほか３,２１２,６２３環境衛生部

敬老福祉事業補助金、ふれあいサロン補助金ほか３,１０１,８５５健康福祉部

各種公民館事業費、育成会事業費ほか８,７８４,８９０公民館育成部

４１,９６８,１０２支出合計

歳入総額４５,９３２,９６６円－歳出総額４１,９６８,１０２円＝３,９６４,８６４円（次年度繰越金）

松
尾
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
打
ち
合
わ
せ

会
が

５
月
１４
日
に
開
か
れ
、
ク
ラ
ブ
活
動

を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
学

校
側
か
ら
の
概
要
説
明
が
あ
っ
た
。
宮
澤

直
人
松
尾
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
会
長
の
挨

拶
に
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
担
当
職
員

が
自
己
紹
介
し
た
後
、
各
ク
ラ
ブ
に
分
か

れ
、
具
体
的
な
進
め
方
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
た
。

今
年
は
４
・
５
・
６
年
生
約
３
６
０
人

が
文
科
系
、
ス
ポ
ー
ツ
系
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
１８
の
ク
ラ
ブ
に
分
か
れ
、
５
月

１８

２３

日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
６
月

か
ら
１０
月
ま
で
５
回
、
５
・
６
校
時
に
ク

ラ
ブ
活
動
を
行
う
。

こ
の
う
ち
１３
の
ク
ラ

ブ
で
５０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
講
師
と
し

て
指
導
に
当
た
る
。

こ
の
事
業
は
飯
田
市
が
進
め
る
「
飯
田

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
の
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
は
「
学
校
運
営
協
議

会
」
を
設
け
て
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域

住
民
が
子
供
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
育
て
て

い
く
か
を
話
し
合
い
、
一
体
と
な
っ
て
地

域
に
根
ざ
し
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
校

の
こ
と
。
松
尾
小
学
校
は
平
成
２９
年
度
に

協
議
会
を
設
置
し
た
が
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ク
ラ
ブ
活
動
の
運
営
自

体
は
今
年
で
１１
年
目
に
な
る
。
こ
れ
だ
け

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
関
わ
る
の
は
市

内
で
も
珍
し
い
と
い
う
。

茶
道
ク
ラ
ブ
の
支
援
に
入
っ
て
４
年
目

の
山
下
美
由
紀
さ
ん
は
「

自
分
に
と
っ
て

も
良
い
経
験
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
。
多

感
な
時
期
の
子
供
た
ち
に
少
し
で
も
い
い

刺
激
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

①
育
成
会
全
体

松
尾
少
年
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
育
成
及

び
活
動
支
援
（
松
尾
小
学
校

全
校
朝
礼
時
に
ク
ラ
ブ
等
紹

介
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
・
地
区
活

動
へ
の
協
力
、「
青
少
年
健
全

育
成
事
業
」
の
実
施

②
行
事
部

育
成
会
主
催
の
文

化
的
・
体
育
的
行
事
の
実
施
、

松
尾
地
区
文
化
祭

③
教
養
部

あ
い
さ
つ
運
動
の

推
進
、
松
ぼ
っ
く
り
の
池
の

管
理
、
本
会
会
計

④
広
報
部
「
育
成
会
便
り
」
の

発
行

※
公
民
館
の
活
動
計
画
は
本
紙
４
・

５
面
に

 ボランティア５０ボランティア５０人人

ククククククククククララララララララララブブブブブブブブブブ活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動支支支支支支支支支支ええええええええええクラブ活動支えるるるるるるるるるるる

②
地
域
に
お
け
る
福
祉
健
康
活

動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
た

め
、
研
修
会
等
の
開
催
を
通

じ
て
、
資
質
の
向
上
に
取
り

組
む

【
活
動
計
画
】

①
社
会
福
祉
委
員
会

ふ
れ
あ

年
の
育
成

①
子
供
た
ち
を
健
全
に
育
て
る

た
め
の
活
動
の
場
の
提
供

②
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進
（
小

学
生
を
中
心
に
）

③
関
係
機
関
団
体
と
の
連
携
・

協
力

【
活
動
計
画
】

◆
育
成
会
◆

天竜川美化活動

い
サ
ロ
ン
や
敬
老
福
祉
事
業
、

見
守
り
活
動
、
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
昼
食
会

や
高
齢
者
の
た
め
の
料
理
教

室
、
在
宅
介
護
者
元
気
回
復

事
業
、
介
護
予
防
へ
の
支
援

活
動
（
通
所
Ｂ
）
と
し
て
介

護
予
防
教
室
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事

業
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

松
尾
地
区
の
社
会
福
祉
に
寄

与
す
る
た
め
、
社
会
福
祉
団

体
等
へ
の
協
力
支
援
、
赤
い

羽
根
共
同
募
金
事
業
へ
の
協

力
、
委
員
の
研
修
会
実
施

②
保
健
推
進
員
会

健
康
後

援
会
実
施
、
各
地
区
健
康
講

座
実
施
、
推
進
員
の
研
修
会

実
施

飲
料
水
）
水
質
検
査
の
斡
旋
、

不
法
投
棄
の
実
態
調
査
、
不

法
投
棄
防
止
啓
発
横
断
幕
の

設
置

通所B

令和元年育成会事業 水中生物を捕まえよう
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令和元年 松尾公民令和元年 松尾公民館館
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公
民
館
は
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
で

定
め
ら
れ
た
生
涯
の
学
び
と
教
育
を
国

民
に
保
障
す
る
社
会
教
育
機
関
で
す
。

松
尾
公
民
館
は
長
野
県
で
も
最
初
に
設

立
さ
れ
た
公
民
館
の
一
つ
で
あ
り
、
飯

田
市
の
第
１
号
公
民
館
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
組
織
の
中
で
、

公
民
館
は
学
習
や
交
流
を
通
じ
て
の
人

づ
く
り
や
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
実

践
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
公
民

館
と
し
て
の
「
役
割
」
を
果
た
し
て
い

き
ま
す
。

◎
公
民
館
の
組
織
の
あ
り
方
の
検
討

◎
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て
の
学
習
会
、
情
報
交
換
会

◎
役
割
に
つ
い
て
の
学
習
会
、
情
報
交
換
会

◎
松
尾
地
区
に
つ
い
て
の
学
習
会

今
年
度
の
事
業
計
画

分館、そして公民館のつながりが深まる学びの機会を作っていきます

スポーツを通じて交流しましょう

◎
ま
つ
お
新
聞
の
発
行

第
２
４
７
号
（
７
・
１
発
行
）

◎
ま
つ
お
新
聞
の
発
行

第
２
４
８
号
（
１０
・
１
発
行
）

◎
ま
つ
お
新
聞
の
発
行

第
２
４
９
号
（
１
・
１
発
行
）

◎
ま
つ
お
新
聞
の
発
行

第
２
５
０
号
（
３
・
３１
発
行
）

今
年
度
の
事
業
計
画

地域の情報をお待ちしています

◎
公
民
館
役
員
〔
指
導
者
〕
対
象

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

（
５
月
１２
日
）

◎
分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
６
月
１６
日
）

◎
松
尾
地
区
市
民
運
動
会
（
１０
月
１０

１３
日
）

◎
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
（
１０
月
１０

２２
日
）

◎
分
館
交
流
ふ
ら
ば
～
る
バ
レ
ー
大
会（
分
館
交
流
ブ
ロ
ッ
ク
、

ふ
れ
あ
い
ブ
ロ
ッ
ク
）（
１
月
２６
日
）

◎
緑
中
学
校
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
・
ス
ポ
ー
ツ
委
員
・
体
育

委
員
交
流
会
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
主
催
）

☆
飯
田
市
公
民
館
事
業

飯
田
市
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
１
月
１７
日
）

☆
団
体
事
業

松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
前
期
大
会
（
５
月
１９
日
）

松
尾
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
後
期
大
会
（
１０
月
１０

２７
日
）

今
年
度
の
事
業
計
画

総務企画委員会

広報委 員 会 スポーツ委員会

今
年
度
の
事
業
計
画

みんなで楽しい企画を考えています。

お楽しみに

文化 委員 会
◎
親
子
映
画
鑑
賞
会
（
７
月
６
日
）

◎
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

（
７
月
３１
日
～
８
月
５
日
）

◎
松
尾
地
区
成
人
式
（
１
月
１２
日
）

◎
文
化
祭
（
２
月
１
日
～
２
日
）

◎
松
尾
踊
っ
て
み
よ
う
会

新
館
長
ぼ
や
く

公
民
館
長

下
條

啓
市

あ
れ
は
、
春
も
間
近
い
３
月

の
初
め
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

「
ち
ょ
っ
と
話
が
あ
る
」

彼
の
い
つ
に
な
い
神
妙
な
顔

つ
き
で
、
話
の
内
容
は
見
当
が

つ
き
ま
し
た
。
自
分
も
役
職
を

依
頼
す
る
苦
労
は
、
も
う
十
分

に
経
験
済
み
で
す
。
幾
日
も
何

回
も
訪
ね
る
の
は
、
お
互
い
に

苦
痛
で
す
。
経
験
も
知
識
に
も

不
安
ば
か
り
で
し
た
が
「
し
ょ

う
が
な
い
か
…
」
と
て
も
高
い

ハ
ー
ド
ル
で
す
が
決
心
し
ま
し

た
。公

民
館
活
動
が
、
私
の
人
生

の
後
半
を
決
め
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１１
年

間
の
広
報
委
員
活
動
で
、
文
章

を
書
く
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、

そ
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

い
て
い
ま
す
。
つ
く
づ
く
大
勢

の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
す
。

公
民
館
モ
ッ
ト
ー
は
供
地
域

住
民
の
学
習
、
交
流
の
場
僑
。

こ
れ
を
も
っ
と
高
め
る
に
は
、

分
館
と
の
つ
な
が
り
が
一
番
重

要
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
毎
夜
、
公
民
館
役
員
の

皆
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
突
然
あ
ま
り
に
も
大
勢

の
方
々
と
の
出
会
い
で
、
未
だ

お
名
前
を
覚
え
き
れ
な
い
よ
う

な
体
た
ら
く
館
長
で
す
が
、
共

に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

体
育
委
員
の
経
験
で
は
、
ラ
ジ

オ
体
操
指
導
員
の
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
が
勤
め
る

会
社
に
朝
の
体
操
を
定
着
さ
せ

ま
し
た
。
も
う
随
分
昔
の
話
で

す
。
大
勢
の
人
と
知
り
合
え
た

の
も
貴
重
な
財
産
と
な
り
ま
し

た
。
各
地
区
の
代
表
と
顔
を
合

わ
せ
、
時
に
は
酒
を
酌
み
交
わ

し
、
旅
行
も
し
ま
し
た
。
家
族

の
よ
う
な
付
き
合
い
が
と
て
も

楽
し
い
思
い
出
で
す
。

今
や
、
年
間
利
用
者
が
７
万

人
を
超
え
る
松
尾
公
民
館
。
飯

田
市
２０
地
区
の
中
で
は
鼎
公
民

館
に
次
ぐ
２
番
目
で
、
群
を
抜



ま つ お 新 聞(5)令和元年７月１日 第 ２４７号

令和元年度 公民館役員名簿
広報委員スポーツ委員文化委員分館主事副分館長副分館長分館長

小笠原哲也窪田 英稔下平 信子宮下 伸一田畑眞由美小川 成實山田 郁夫上 溝

岩崎ゆかり後藤 清治若尾 哲也小林貴洋子山中 文彦平栗 信吾久 井

棚田 博士鎮西 保直下平 正中村 裕伸久保田 晃水 城

柄澤 喜幸木下 一小林 佳人森本 勉森本 幸子代田 稔新 井

米山 正勝宮澤 良次宮澤 節雄石田 孝宏松島 哲郎光澤 正寺 所

鴨井 吉康中村 展裕宮島 始平栗 節夫宮島 俊介今井 正小林 友治明

平栗 博幸代田 信昭新井 優平栗 隆夫宮脇 忠良清 水

湯沢 敬牧野 修一宮嶋 宏至福与 真澄片桐 眞樹長沼 英孝久保田泰弘城

松下 達也藤本 範人平栗 隆市村松 敏孝太田 淳田中 照明尾曽 勝明八幡町

湯浅 優子寺沢 浩士松村 勝彦平栗 亨田中 郁男代 田

宮川 成彦萩原 健治市瀬 正二塩沢 嘉昭小池 良陽中村 四郎毛 賀

今村 周一澤田 正史滝上 靖小林 富士山本 真二常盤台

館 長 委 嘱

森本 浩之北原季意子酒井 和久多田井 清○三浦 智生○塩澤りゑ子◎熊谷 吏花
文 化

村松 宜政

片桐 雅美仲村久美子○藤本 亮直○浅井 晃◎松倉 進一スポーツ

酒井 祐幸代田 和信平栗 猛金澤 志保○木下 知代○伊藤 秀夫◎松原 倫子広 報

佐々木咲子宮下 伸一片桐 眞樹早川 雅司○池田 稔梨○伊藤 俊光◎平澤 勇治総 務

企 画 市瀬 正二森下 廣一小西 淳子

◎委員長 ○副委員長前川 正博竹下 広志田中 利治スポーツ推進委員

原
則
、
機
関
自
立
の
原
則
、
以

上
四
つ
の
運
営
原
則
に
基
づ
く

公
民
館
活
動
を
積
極
的
に
展
開

し
な
が
ら
、
住
民
同
士
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
に
し
て
、
各
分
館

に
あ
っ
た
独
自
性
を
発
揮
し
た

活
動
を
み
ん
な
で
取
り
組
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今
年
は
、
年
号
も
変
わ
り
、

松
尾
公
民
館
長
も
新
し
く
、
下

條
館
長
に
代
わ
り
ま
し
た
。
各

分
館
の
今
ま
で
以
上
の
活
発
な

活
動
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白
熱
の
戦
い
と
交
流

白
熱
の
戦
い
と
交
流

清
水
区

新
設
ホ
ー
ル
に
悪
戦
苦
闘
！

伍
組
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

５
月
２６
日
分
館
主
催
の
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
新
松

尾
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
行
わ

れ
た
。
好
天
に
恵

ま
れ
て
、
参
加
者

７０
人
が
団
体
戦
と

個
人
戦
で
競
技
を

楽
し
ん
だ
。

新
設
ホ
ー
ル
が

難
し
く
ギ
ブ
ア
ッ

プ
が
多
く
出
る
な

ど
し
た
が
皆
果
敢

に
挑
ん
で
い
た
。

団
体
戦
は
常
勝
の
５
番
組
、

個
人
戦
は
名
取
津
義
生
さ
ん
が

優
勝
。
ま
た
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
２
人
が
決
め
、
賞
品
を
獲
得

し
た
。

分
館
長
会
長

宮
脇

忠
良

令和元年 分館長

庵
庵

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

松尾図書館
（公民館２階）

開館日
水曜午後１～５時
土曜午前１０～午後５時
日曜午後１～５時
本のリクエストも
受けつけています。

庵
庵

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

＊
分
館
交
流
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会６

月
１６
日

あ
い
に
く
の
雨

に
よ
り
、
ペ
タ
ン
ク
が
中
止
と

な
っ
た
が
囲
碁
ボ
ー
ル
と
キ
ン

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、分
館
の
交

流
が
行
わ
れ
た
。

公
民
館
の
主
な
行
事
予
定

（
７
月
～
９
月
）

【
７
月
】

６
日

親
子
映
画
観
賞
会

２０
日

人
形
劇
プ
レ
フ
ェ
ス
タ

【
８
月
】

７
月
３１
日
～
８
月
５
日

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

ニュースポーツ講習会

新
井
区

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
親
睦

６
月
２
日
天
竜
川
河
川
敷
に

あ
る
、
新
松
尾
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
場
で
、
令
和
初
の
新
井
区
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
６４
人

の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

４
人
が
１
組
に
な
り
各
ホ
ー

ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
日
頃
の

腕
前
を
競
い
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
親
睦
を
深
め
た
。
参
加
者
は
、

凸
凹
し
た
コ
ー
ス
の
難
し
さ
に

首
を
傾
げ
悔
し
が
っ
た
り
、
あ

わ
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
プ
レ
ー

に
驚
き
の
声
を
あ
げ
た
り
し
て

い
た
。

表
彰
式
で
は
個
人
戦
の
男
女

１
位
か
ら
３
位
ま
で
と
、
組
対

抗
戦
の
優
勝
組
に
景
品
が
送
ら

５
月
１２
日
、
各
区

の
分
館
役
員
が
参
加

し
、
公
民
館
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
講
習
会
が

開
か
れ
た
。
キ
ン
ボ
ー

ル
、
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
の
３

種
目
を
、
組
分
け
さ

れ
た
各
区
が
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
体
験
。

ル
ー
ル
解
説
か
ら
始

ま
り
、
最
後
に
各
区

対
抗
で
実
戦
を
行

い
、
得
点
方
法
や
防

御
な
ど
の
戦
略
を
学

ん
だ
。
講
習
と
は
い

え
、
実
戦
は
白
熱
。
講
師
に
細
か

く
質
問
す
る
な
ど
、
全
員
が
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

「これは何点になるの？」

れ
、
参
加
者
か
ら
は
祝
福
の
拍

手
が
送
ら
れ
た
。

新
井
区
長
の
今
村
與
志
昭
さ

ん
は
「
好
天
に
恵
ま
れ
有
意
義

な
半
日
が
過
ご
せ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
好
プ
レ
ー
、
珍

プ
レ
ー
の
続
出
で
和
気
あ
い
あ

い
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
大
変
良
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
た
。

こ
の
度
、
清
水
区
の
順
番
と

い
う
事
で
、
分
館
長
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
清

水
区
の
宮
脇
で
す
。

昨
今
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

新
た
な
転
入
者
の
組
合
加
入
率

も
下
が
る
中
、
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
さ
が
問
題
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
身
近
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
の
公
民
館
活
動
が
、

地
域
の
連
帯
の
要
と

な
っ
て
、
活
動
が
展
開

さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

良
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

飯
田
市
の
公
民
館
活

動
の
基
本
理
念
「
四
つ

の
運
営
原
則
」
地
域
中

心
の
原
則
、
並
立
配
置

の
原
則
、
住
民
参
画
の

５
月
１９
日
に
松
尾
小
学
校
東

側
の
城
公
園
ト
イ
レ
よ
り
火
災

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
非

常
招
集
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
訓
練
は
毎
年
春
と
秋
の
２
回
、

場
所
を
変
え
て
行
わ
れ
て
い
る
。

近
年
、
消
防
団
員
の
確
保
が

難
し
い
中
、
今
年
度
１０
人
の
新

入
団
員
を
迎
え
る
こ

と
が
出
来
た
松
尾
分

団
は
、
新
体
制
の
下
、

火
災
が
起
き
た
時
の

対
応
が
迅
速
に
行
え

る
よ
う
、
今
回
の
訓

練
で
は
飯
田
広
域
消

防
を
始
め
松
尾
地
区

の
多
く
の
団
体
に
協

力
を
依
頼
。
消
防
団

員
を
中
心
に
各
区
の

区
長
や
日
赤
奉
仕
団

な
ど
多
く
の

人
が
参
加
し

た
。訓

練
火
災

発
生
の
広
報
が
報
じ
ら

れ
る
と
消
防
署
の
消
防

車
が
最
初
に
到
着
、
そ

の
後
４
つ
の
班
の
ポ
ン

プ
車
と
積
載
車
が
続
々

と
火
元
に
駆
け
付
け
、

松
尾
小
学
校
東
側
プ
ー

ル
と
消
火
栓
を
水
利
と

し
て
一
斉
放
水
を
し
た
。
並
行

し
て
公
園
内
の
少
し
離
れ
た
場

所
で
予
防
救
護
班
、
日
赤
奉
仕

団
に
よ
る
要
救
助
者
へ
の
対
応

が
行
わ
れ
た
。

訓
練
終
了
後
、
第
５
分
団
松

尾
分
団
の
竹
内
佳
史
分
団
長
は

「
訓
練
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
も

松
尾
地
区
の
消
防
力
の
強
化
・

維
持
防
火
・
防
災
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。
飯
田
消

防
署
の
安
藤
博
行
さ
ん
は
「
今

現
在
、
昨
年
よ
り
１０
件
多
い

１０

５７

件
の
火
災
が
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
２７
件
が
屋
外
で
の
不

適
切
な
火
の
取
り
扱
い
に
よ
る

も
の
。
こ
う

い
っ
た
火
災

が
起
き
た
時

は
早
期
の
対

応
が
必
要
。

消
防
署
と
地

元
消
防
団
の

情
報
共
有
連

携
は
欠
か
せ

な
い
」
と
講

評
し
た
。
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非
常
招
集
訓
練

城
公
園
が
火
事
だ
概

景品いただきました
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レ
ー
ヤ
ー
、
Ａ
Ｖ
ア
ン
プ
を
贈

呈
し
た
。

来
賓
の
木
下
徳
康
市
議
会
議

員
の
乾
杯
に
よ
り
祝
賀
会
が
ス

タ
ー
ト
。
常
盤
台
の
中
山
昭
さ
ん

に
よ
る
ギ
タ
ー
の
楽
曲
演
奏
が

あ
り
、
宴
会
の
最
後
に
は
同
氏

に
よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
に
合
わ
せ

て
「
岬
め
ぐ
り
」
、「
ふ
る
さ
と
」

を
大
合
唱
し
た
。
最
後
に
来
賓
の

村
松
ま
り
子
市
議
会
議
員
の
万

歳
三
唱
で
閉
会
と
な
っ
た
。

参
加
し
た
水
城
区
の
木
下
道

文
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
地
区
の

役
員
と
な
る
年
齢
と
な
り
、
今

日
の
よ
う
な
再
会
と
出
会
い
が

松
尾
地
区
で
の
活
動
に
役
立

６
月
２
日

に
令
和
元
年

松
尾
還
暦
の

会
が
実
行
委

員
会
主
催
、

松
尾
公
民
館

後
援
で
行
わ

れ
た
。
１０
時

半
よ
り
鳩
ヶ

嶺
八
幡
宮
拝

殿
に
お
い
て

祈
願
祭
が
厳

粛
に
行
わ
れ
、

参
加
者
８１
人

（
男
性
４３
人
、

女
性
３８
人
）

全
員
が
玉
串

を
奉

奠
し

た
。記

念
写
真

の
撮
影
後
、

会
場
を
ビ
ー

ラ
ク
ス
マ
ツ

カ
ワ
に
移
し

て
、
式
典
・

祝
賀
会
が
盛

大
に
執
り
行

わ
れ
た
。
開

会
の
あ
い
さ
つ
で
新
井
優
実
行

委
員
長
は
、「
私
た
ち
は
昭
和
に

生
ま
れ
、
平
成
を
生
き
、
令
和

の
幕
開
け
に
還
暦
を
迎
え
ま
し

た
。
今
日
の
こ
の
再
会
を
良
い

機
会
に
し
て
、
こ
の
先
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
の
責
任
あ
る
立
場
に

な
っ
た
時
も
良
き
友
人
と
し
て

力
を
合
わ
せ
松
尾
地
区
の
発
展

に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

こ
の
後
、
松
尾
還
暦
の
会
よ

り
松
尾
公
民
館
へ
記
念
品
の
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。
松
尾
公
民
館

は
防
災
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

防
災
情
報
等
の
提
供
に
必
要
と

な
る
液
晶
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
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代田区 歩こう会

日差しに負け日差しに負けるるなな
５
月
３
日
に
代

田
区
の
歩
こ
う
会

が
あ
り
、
６９
人
が
、

つ
つ
じ
祭
り
開
催

中
の
鈴
岡
城
址
公

園
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
だ
。

昨
年
は
雨
で
中
止
と
な
っ
た

が
、
今
年
は
真
夏
を
思
わ
せ
る

強
い
日
差
し
の
下
で
の
開
催
と

な
っ
た
。

代
田
公
民
館
を
出
発
し
、
往

路
は
毛
賀
か
ら
竜
丘
に
か
け
て

の
旧
道
を
、
景
色
を
楽
し
み
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
た
。
途

中
、
休
憩
に
立
ち
寄
っ
た
念
通
寺

で
は
、
住
職
が
手
入
れ
の
行
き

届
い
た
牡
丹
園
を
紹
介
し
、
鑑
賞

し
た
参
加
者
は
暑
さ
と
疲
れ
の

中
で
も
束
の
間
の
癒
し
を
得
て

い
た
。

目
的
地
の
鈴
岡
城

址
公
園
に
着
く
と
早

速
、
思
い
思
い
に
弁
当

を
広
げ
る
姿
が
見
ら

れ
た
。

照
り
つ
け
る
太
陽

の
下
、
熱
中
症
を
心

配
し
な
が
ら
の
昼
食

と
な
っ
た
が
、
そ
の
後

子
供
た
ち
は
疲
れ
も

感
じ
さ
せ
ず
に
遊
具

再会と出会いに感謝再会と出会いに感謝再会と出会いに感謝
松尾還暦の会

５
月
１７
日
に
常
盤
台
区
役

員
に
よ
る
「
あ
い
さ
つ
・
み

ま
も
り
運
動
」
が
常
盤
台
か

ら
鳩
ヶ
峰
八
幡
宮
前
ま
で
の

通
学
路
交
差
点
６
ヵ
所
で
行

わ
れ
た
。
子
供
た
ち
の
安
全

を
見
守
る
こ
と
が
目
的
で
あ

る
。交

差
点
は
建
物
や
カ
ー
ブ

等
で
見
通
し
が
悪
か
っ
た
り
、

坂
な
ど
で
車
の
ス
ピ
ー
ド
が
出

た
り
す
る
場
所
を
選
ん
だ
。
八

幡
宮
前
の
道
路
は
交
通
量
が
多

く
、
電
柱
が
邪
魔
に
な
る
た
め

特
に
注
意
を
し
た
。

子
供
た
ち
に
挨
拶
を
す
る
と
、

子
供
た
ち
か
ら
も
大
き
な
声
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
、

横
断
歩
道
を
渡
っ
た
後
に
振
り

返
り
、
お
辞
儀
を
し
な
が
ら

皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿
皿皿皿皿

常
盤
台
区

心
温
ま
る
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ
・
み
ま
も
り
運
動

暑さにヘトヘト。念通寺までもうひといき！

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

詠
詠

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

寄
寄

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」

と
返
し
て
い
た
。
そ
の
素
直

な
姿
を
見
て
「
自
分
を
恥
ず

か
し
く
感
じ
る
」
と
話
す
役

員
も
い
た
。
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毛
賀
区

い
つ
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
地
震
、

起
こ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い
！

６
月
９
日
毛
賀
区
民
会
館
で

飯
田
市
危
機
管
理
室
次
長
補
佐

の
後
藤
武
志
さ
ん
に
よ
る「
防
災
・

減
災
を
暮
ら
し
の
中
に
～
事
前

の
防
災
対
策
と
は
～
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
が
行
わ
れ
、

１
０
０
余
人
が
集
い
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
た
面
白
く
た
め
に
な

る
話
を
聴
い
た
。
後
藤
さ
ん
は

毛
賀
区
出
身
で
、
飯
田
市
内
を

は
じ
め
全
国
各
地
で
防
災
講
演
・

職
員
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
災
害
に
対
す
る
新
た
な

手
法
を
開
発
・
展
開
し
て
い
る
。

ま
ず
２
年
前
の
熊
本
地
震
の

後
藤
さ
ん
本
人
が
撮
っ
て
き
た

写
真
を
見
な
が
ら
、
被
災
地
の

状
況
や
避
難
所
で
の
実
際
に
あ
っ

た
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
話
、

そ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
苦
労

話
・
注
意
点
な
ど
の
話
が
あ
り
、

地
震
発
生
時
に
取
る
べ
き
行
動

の
指
導
が
あ
っ
た
。

次
に
将
来
起
こ
り
得
る
飯
田
・

下
伊
那
地
方
の
大
地
震
に
対
す

る
日
頃
の
備
え
、
心
構
え
の
説

明
が
あ
っ
た
。
地
震
発
生
前
に

「
ど
の
よ
う
な
危
険
が
潜
ん
で
い

る
の
か
知
る
、
物
を
減
ら
す
、

家
具
を
固
定
す
る
」
の
３
点
が

重
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
参
加

者
は
真
剣
に
聴
い
て
い
た
。

最
後
に
後
藤
さ
ん
か
ら
の
防

災
教
訓
「
①
伝
え
る
よ
り
も
伝

わ
る
た
め
に
②
助
か
る
よ
り
も

助
け
る
た
め
に
③
ま
さ
か
よ
り

も
も
し
か
し
た
ら
④
そ
の
時
に

よ
り
も
そ
の
前
に
」
を
全
員
心

に
刻
ん
で
講
演
会
は
終
了
し
た
。

演奏する中山昭さん
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久井区

川の波しぶき浴びての

天竜舟下り

６
月
９
日
、久
井
区
い
き
い
き

セ
ミ
ナ
ー
が
文
化
部
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。

昨
年
度
ま
で
は
正
月
明
け
に

豊
川
稲
荷
へ
初
詣
に
出
か
け
て

い
た
が
、
３
年
続
い
た
こ
と
も

あ
り
、
今
年
度
は
地
元
の
良
さ

を
見
直
し
体
験
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
天
竜
舟
下
り
と
地

元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
料
理
を
楽
し
む
昼
食
会
が
企

画
さ
れ
た
。

弁
天
港
か
ら
時
又
ま
で
は
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
コ
ー
ス
だ
が
、

前
日
の
雨
で
水
量
が
増
え
、
時

折
波
し
ぶ
き
を
受
け
、
迫
力
あ

る
舟
下
り
で
あ
っ
た
。
昼
食
は

コ
コ
ロ
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ
ッ
ジ
内

つ
」
、
寺
所
区
の
青
山
良
一
さ

ん
は
「
松
尾
に
戻
っ
て
２５
年
、

こ
ん
な
に
多
く
の
同
年
が
集
ま

る
こ
と
は
初
め
て
。
こ
う
い
う

会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
感
謝
で

す
」
と
語
っ
た
。

に
あ
る
コ
コ
リ
ズ
ム
で
ボ
リ
ュ
ー

ム
あ
る
料
理
に
、
参
加
者
は
皆

満
足
し
て
い
た
。

文
化
部
長
の
若
尾
哲
也
さ
ん

は
「
天
竜
舟
下
り
は
多
く
の
人

が
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
最
後
に
乗
っ
た
の
は
…
…
地

元
の
観
光
地
を
地
元
の
住
人
が

体
験
す
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
だ

け
の
参
加
者
が
あ
る
か
心
配
し

ま
し
た
が
、
保
育
園
児
か
ら
７０

代
ま
で
の
２７
人
の
方
が
参
加
し

て
い
た
だ
き
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
話
し
た
。

で
遊
び
、
大
人
は
ビ
ー
ル
に
つ
ま

み
を
広
げ
る
人
も
い
て
、
２
時
間

余
り
の
滞
在
時
間
中
、
そ
れ
ぞ
れ

が
帰
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給

し
た
。

帰
路
は
、
松
尾
城
址
公
園
に
通

じ
る
山
道
を
、
新
緑
と
春
山
の
香

り
を
楽
し
み
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
。
今
で
こ
そ
草
木
が
生
い

茂
り
か
き
分
け
て
通
る
ほ
ど
の

山
道
と
な
っ
て
い
る
が
、
昔
を
知

る
参
加
者
は
、「
か
つ
て
は
虫
捕

り
や
田
畑
の
手
入
れ
に
通
る
よ

う
な
、
生
活
の
中
で
な
じ
み
の
あ

る
道
だ
っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

参
加
者
は
、
普
段
歩
く
こ
と
の

な
い
地
域
の
中
の
風
景
に
改
め

て
良
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
５

月
な
ら
で
は
の
心
地
よ
い
空
気

を
楽
し
ん
だ
。

景色を見ながらの舟下り

ボリュームのある料理を堪能


